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争や貧困など負のイメージに覆われていた。しかし今世紀に入り、多くの紛争が終息 、長らく低迷していたアフリカ経済が世界平均よりも高い成長率を示すようになると、にわかに に対 て世界から熱い視線が注がれるようになった。　
二〇〇〇年代には、天然資源開







も貧しい地域であり続けている。二〇〇〇年代のアフリカの経済成長の背景には資源価格の高騰があったが、 「資源の呪い」とも言われるように、天然 源 存在は国民生活の向上 必ずしもつながってこなか た。二 五年グレンイーグルズ・サミットではアフリカ開発支援が最重要議題として取り上げられ、Ｇ
8諸国は対
アフリカ政府開発援助（ＯＤＡ）を二〇一〇年までに倍増させ ことを約束した。しかし、 際的な貧困削減目標を集約したミレニア
ム開発目標（ＭＤＧｓ）の多くの項目において、依然としてサブサハラ・アフリカは二〇一五年までの目標達成から最も遠い状況にある。ただし、ミレニアム開発目標については、本特集の くつかの論文で触れられるよう 、初等教育の普及や感染症との闘いなど、この一〇年 大きな前進を見せた分野もある。　
また、 一九九〇年代の「民主化」

































プトとナイジェリアの経済の現状を検討してい 。両国とも産油国であり、国際石油価格の上昇が経済成長 後押 したのは間違いないが、それに加えて自由化、民営化などの経済改革が成果を上げていると う。他方で 消費市場としての側面が弱いことも指摘さている。　
福西隆弘論文は、製造業の雇用
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